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・
火
を
使
う
と
き
は
、そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
！

・
火
を
消
し
た
と
き
は
、完
全
に
消
え
て
る
こ
と
を
確
か
め
る
！

・
出
か
け
る
前
や
寝
る
前
に
、火
の
元
を
確
か
め
る
！
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文
化
の
秋
―
。
毎
年
恒
例
で
行
わ
れ
、

今
年
70
回
目
を
迎
え
た
阿
久
根
市
総
合

文
化
祭
が
11
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
、
市
民
会
館
や
働
く
女
性

の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
は
、
演
芸
部
門
と
展
示
部
門
、

茶
道
・
華
道
部
門
に
分
か
れ
、
来
場
者

約
２
５
０
０
人
は
、
思
い
思
い
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
演
芸
部

門
で
は
、
県
内
を
中
心
に
活
躍
し
て
い

る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
や
市

内
の
郷
土
芸
能
７
団
体
も
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
、
合
わ
せ
て
51
団
体
約

６
４
０
名
が
出
演
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

あ
で
や
か
な
舞
踊
や
伝
統
芸
能
を
は
じ

め
、
和
を
奏
で
た
太
鼓
や
三
味
線
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
や
フ
ラ
メ
ン
コ
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

多
彩
な
芸
が
披
露
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
華
や
か
な
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
ス
テ
ー
ジ
で
、
観

茶道・華道

展  示

独特の空気感が漂い、
見る者を引きつける。
来場者は伝統の技に
見入っていました。

友達や家族の自信作が
一堂に会した展示会場。
新たな発見があり、多く
の方が驚いていました。 

演
芸
、
展
示
、
茶
道
・
華
道
…

文
化
を
愛
す
る
阿
久
根
市
民
が
集
ま
り
夢
の
共
演
。 

70
回
目
の
秋
を
彩
る
文
化
の
祭
典
が
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第 70 回 記念大会

市総合文化祭

文化の
祭典

2Akune



客
の
目
に
ま
ぶ
し
く
映
っ
た
演
目
の

数
々
…
。
こ
の
日
の
た
め
に
ひ
た
む
き

に
磨
い
て
き
た
日
頃
の
成
果
を
披
露
す

る
出
演
者
た
ち
に
、
客
席
か
ら
は
惜
し

み
な
い
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
部
門
で
は
、
さ
り
げ
な

く
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
作
品
か
ら
、

ア
ッ
と
驚
く
よ
う
な
作
品
な
ど
、
多
彩

な
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
１
９
７
５
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
園

児
・
児
童
が
作
っ
た
元
気
あ
ふ
れ
る
作

品
、
個
性
あ
ふ
れ
る
書
や
詩
、
ま
た
、

独
特
の
タ
ッ
チ
で
描
い
た
絵
な
ど
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
作
品
が
ず
ら
り
と
並

び
、
来
場
者
は
、
作
り
手
の
心
と
感
性

が
込
め
ら
れ
た
作
品
に
足
を
止
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
感
嘆
の
声
と
と
も
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
道
・
華
道
の
部
で
の
生
け

花
の
会
場
で
は
、
時
季
の
樹
枝
や
草
花

を
絶
妙
に
器
に
飾
ら
れ
た
、
美
し
い
作

品
の
数
々
が
並
び
ま
し
た
。

　

茶
の
会
場
で
は
、
表
千
家
と
裏
千
家

の
両
方
の
部
屋
で
お
茶
席
が
用
意
さ
れ
、

伝
統
の
作
法
に
な
ら
っ
た
お
手
前
で
の

お
も
て
な
し
に
、
訪
れ
た
方
々
は
一
服

の
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
文
化

祭
。
70
回
記
念
大
会
の
名
に
ふ
さ
わ
し

く
、
訪
れ
た
人
に
感
動
を
与
え
る
す
ば

ら
し
い
文
化
の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

演  芸
歌や踊り、演奏など多
彩な演目の数々。 
出演者に大きな歓声と
拍手が送られました。

①赤瀬川六尺棒踊り
②脇本山田楽演舞団
③山下三尺棒踊り
④横手区虚無僧踊り
⑤大漉集落虚無僧踊り
⑥折口東・牟田鎌踊り
⑦浜区相撲甚句 

②

④

①

③

⑤

⑦

⑥

特別出演
各地域の伝統芸能披露
やキレのある動きのダ
ンスで 70 回目の祭典を
盛り上げました。

70 回目記念

ストリートダンススタジオ JAM
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お
願
い
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ル
み
か
さ
は
、
毎
週
火
曜
日
午

後
７
時
30
分
か
ら
脇
本
地
区
公
民
館
で

練
習
し
て
お
り
、
ま
た
次
の
目
標
に
向

か
っ
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
団
員
を
随
時
募
集
中
と
の
こ

と
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
見
学
に
行
か

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

【指揮者】富永美智子さん　【伴奏者】谷川良子さん

歌い続けて３０年

コールみかさ
しあわせコンサート開催

　

11
月
13
日
、
阿
久
根
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。
混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
み
か
さ
―
。

30
年
前
に
市
の
社
会
教
育
課
（
現
在
の

生
涯
学
習
課
）
脇
本
成
人
学
級
の
コ
ー

ラ
ス
講
座
と
し
て
発
足
し
、
２
年
後
に

「
コ
ー
ル
み
か
さ
」
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
、
女
声
10
数

人
の
コ
ー
ラ
ス
だ
け
で
し
た
が
、
後
に

男
声
も
加
わ
り
、
現
在
で
は
団
員
37
人

の
混
声
合
唱
団
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
は
、
コ
ー
ル
み
か
さ
を
結
成

し
て
か
ら
30
周
年
を
記
念
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
30
年
間
、

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
歌
え
る
こ
と
の
喜

び
や
支
え
ら
れ
た
フ
ァ
ン
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
団
員
た
ち
は
一
曲

一
曲
に
心
を
込
め
て
、
大
事
に
歌
い
上

げ
ま
し
た
。

　

終
演
後
、
コ
ー
ル
み
か
さ
代
表
の
渡

辺
豊
治
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
実
力
を

出
せ
た
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
、
大
変
感

激
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩

み
築
い
て
き
た
30
年
の
軌
跡
を
大
事
に

し
、
こ
れ
か
ら
も
声
の
出
せ
る
限
り
歌

い
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
今
後
も
皆

さ
ま
か
ら
の
温
か
い
応
援
を
よ
ろ
し
く

さ
ら
な
る
夢
に
向
か
っ
て
、
歌
い
ま
す
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11
月
９
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

に
市
内
の
小
・
中
・
高
校
の
児
童
や

生
徒
約
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
65
回

目
と
な
る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

児
童
や
生
徒
た
ち
は
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
と
、
日
頃
か
ら
練
習
し
て
き
た

合
唱
や
楽
器
演
奏
な
ど
を
堂
々
と
、

そ
し
て
伸
び
伸
び
と
披
露
し
て
、
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
鶴
川
内
小
学
校
で
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
の
「
第
17
回
鶴
小
で
ん
え
ん
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
集
ま
っ
た

約
１
５
０
人
が
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
、
プ
ロ
の
音
楽

家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
Ｌ
ｅ
ｓ　

Ｃ

ｏ
ｐ
ａ
ｉ
ｎ
（
レ
・
コ
パ
ン
）
の
方
々

を
招
き
、
ピ
ア
ノ
・
声
楽
（
ソ
プ
ラ

ノ
）・
バ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
多
彩

な
演
奏
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
児
童
た
ち
が
バ
イ
オ
リ

ン
の
即
興
演
奏
に
挑
戦
し
た
り
参
加
者

全
員
で
合
唱
す
る
場
面
も
あ
り
、
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
小
６
年
の
山
下
幹
太
君
は
「
Ｃ
Ｄ

と
は
違
っ
て
、
生
の
演
奏
の
迫
力
に
驚

い
た
し
、
音
楽
の
楽
し
さ
に
も
気
付
い

た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ 

Ｓ
Ｋ

Ｙ 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
（
Ｓ
）」
の
メ
ン
バ
ー

の
寺
岡
呼よ

ひ
と人

さ
ん
が
11
月
24
日
、
に
ぎ

わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
で
ラ
イ
ブ
演
奏

を
行
い
ま
し
た
。

　

寺
岡
さ
ん
が
会
場
に
入
る
と
、
集
ま
っ

た
観
客
約
60
人
は
声
を
上
げ
て
喜
び
、

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
か
ら
し
っ
と
り

と
し
た
バ
ラ
ー
ド
曲
ま
で
、
寺
岡
さ
ん

は
約
２
時
間
歌
い
上
げ
、
ま
た
、
観
客

か
ら
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
２
回
応
え
る
な

ど
サ
ー
ビ
ス
満
点
で
、
会
場
は
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

阿久根市
小中高合同音楽会

鶴川内小でんえんコンサート

寺岡呼人さん AKUNE LIVE

←熱唱し、会場を盛り上げる寺岡さん（中央）

心に響く秋の調べ

堂 と々、伸び伸びと、

第 65 回

第 17 回

初開催

会場が一体となる瞬間
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　第 65 回おはら祭りの本まつりが１１月 3 日、鹿児島市の天
文館一帯で開催され、色鮮やかな衣装に身を包んだ１５７連の
約１万 4 千人が参加しました。
　祭りには、今年６月に渋谷・鹿児島おはら祭りでグランプリ
を獲得した「関東阿久根会」と地元からの応援を合わせて５２
人が参加しました。参加者たちは「おはら節」「ハンヤ節」「渋
谷音頭」の曲に合わせ、「ヨイヤサー」と掛け声とともに元気よ
く踊りを披露しました。

阿 久根勢が参加し、元気に「ヨイヤサー！」

　山下小学校内で 11 月 20 日、16 回目となる「山
下の風まつり」が開催されました。野菜・花・
ケーキなどの販売や作品展示、山下小児童たち
による伝統芸能「山下三尺棒」や音楽演奏の披
露などが行われ、多くの来場客でにぎわいました。
まつり実行委員長の松元八重子さんは「多くの方
に地区の良さを知ってもらえた。今後も地域の交
流の場として続けたい」と話されました。

山下の風まつり 開催
地域の良さを生かして盛り上がり

第６５回おはら祭り

祭りの後の懇親会では、祭りの
感想やお互いの近況話で盛り上
がり、にぎやかなひとときとな
りました。

ふるさと鹿児島で
　仲間たちと、心一つに
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市 内の園児たちが消防士体験

鶴 翔高校レストラン＆マルシェ

海 を守る植樹教育事業 植樹祭

潟 区公民館でイルミネーション点灯中

幼年消防フェスティバル

にぎわい交流館阿久根駅でイベント

育苗や植樹から自然の大切さを学ぶ

冬の夜空を美しく彩る

　11 月５日、火災予防啓発の一環で幼年消防フェ
スティバルが市役所駐車場で行われ、市内の保育
園の園児たちや保護者約 200 人が参加し、消防
士を体験しました。
　放水体験や煙体験ハウス、消防服着用などを体
験して、参加した園児たちは声を上げて楽しんで
いました。また、消防車との綱引き対決では大き
な歓声がわき、会場は盛り上がりました。

　11 月 23 日、鶴翔高校食品技術科２年生が、阿
久根駅で１日限定のレストランとマルシェをオープ
ンしました。レストランでは、タカエビを使った「た
かえびラーメン」、鹿肉を使った「旨鹿カレー」、
３年Ａ組シリーズの豚味噌を使った「豚味噌丼」を
提供し、用意された 80 食はすぐに完売しました。
　また、マルシェでは花や農産物加工品などが販売
され、市内外からの多くの買い物客でにぎわいま
した。

　11 月 12 日、Ｂ＆Ｇ財団「海を守る植樹教育事業 
植樹祭」が総合運動公園内ちびっこ広場で開催され、
大川小学校の全校児童と鶴川内小学校の１年生から
４年生までの児童 35 名が参加しました。
　この植樹教育事業は、育苗や植樹を体験し、自然
の大切さを学んでもらうことを目的としており、児
童たちは自分の植えた苗に「大きく育ってね」と声
をかけていました。

　潟区公民館で、冬の夜空を美しく彩るクリス
マスイルミネーションが点灯中です。
　すてきな思い出づくりに、お出かけになって
みてはいかがでしょうか。
【時間】午後６時から午後 10 時
【期間】平成 29 年１月７日（土）まで
　※年末年始も点灯します。

7 Akune

↑消防車と綱引き対決

ちびっこ広場の一角に両校の児童の皆
さんが植樹したスペースがありますの
で、総合運動公園内にお越しの際は、
是非ご覧ください。

←目標に向かって放水

年
末
年
始
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
！
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　11 月７日、平成 28 年市民表彰式が市役所で行わ
れました。
　式では、地方自治や産業経済、社会福祉などの分野
で市政発展に多大な功績があった 10 人が表彰されま
した。受賞された方々は、次のとおりです。（敬称略）
◇地方自治部門
　松永　英雄
　　（固定資産評価審査委員会委員４期 12 年）
　川原　陸奥雄
　　（潟区長勤続 10 年経過）
　跡上　休三
　　（上原区長勤続 10 年経過）
　寺下　富雄
　　（槝之浦東区長勤続 10 年経過）
　寺𦚰　久　
　　（内田区長勤続７年で退任）
　石原　義信
　　（松ヶ根区長勤続７年で退任）
　清水　馨　
　　（遠矢区長勤続５年で退任）
　冨田　茂　
　　（牟田区長勤続５年で退任）
◇産業経済部門
　野村　泰德　　
　　（�商工会議所議員および北薩法人会役員として地

域商工業の発展に貢献） 
◇社会福祉部門
　跡上　岩市　　
　　（�阿久根市社会福祉協議会会長として市民福祉の

向上に貢献）

　潟区在住の元阿久根地
区消防組合消防長、木山
和男さんが、消防職員と
して約 42 年従事された
功労が認められ、危険業
務従事者叙勲の瑞宝双光
章を受章しました。

　11 月 22 日には市役所で伝達式が行われました。

　的場区在住の川畑隆さ
んが、鹿児島県海外移住
家族会会長を務め、県の
国際発展や在外県人会と
の関係強化、産業振興に
大きく貢献されたことが
認められ、11 月２日、県

民表彰を受賞されました。阿久根在住の方が受賞する
のは、昭和 55 年以来の 36 年ぶりとなります。

（写真：11 月 21 日、西平良将市長を表敬訪問）

平 成28年市民表彰式

木山和男さんが瑞宝双光章を受章川畑隆さんが３６年ぶりに受賞

市政発展に多大な功績

栄えある受章「危険業務従事者叙勲」平成28 年度県民表彰式

市税などの納税優良団体を表彰

中屋敷区　　　　　木佐木野区
川畑中区　　　　　尾原区
馬見塚区　　　　　米次区
落区　　　　　　　田代下区
宮原区　　　　　　大渕川区
桑原城下区　　　　小漉区
長谷区

　10 月 31 日、区長会中期総会時に、
13 区に対して、表彰を行いました。
　受賞した区は次のとおりです。
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楠 木祐一さんが県知事表彰を受賞

折 多小学校児童たちが受賞

佐 泻福美さんが警察署から感謝状

花 田房義さんが受賞

鹿児島県障害者保健福祉大会

地域を育む「かごしまの教育」県民週間

行方不明者を発見

社会教育委員の功績が認められ表彰

　11 月 16 日、かごしま県民交流センターで平成
28 年度鹿児島県障害者保健福祉大会が開催され、
障害者自立更生部門で楠木祐一さんが県知事表彰を
受賞されました。
　楠木さんは右手を幼少期に負傷して不自由ながら
も、社会福祉法人の統括施設長として利用者の安定
した生活環境の確保や施設の健全運営・後進の育成
指導に尽力され、地域福祉の向上に対する功績が認
められました。

　地域を育む「かごしまの教育」県民週間において、
ポスター原画の部で折多小学校の児童たちが、県内
の学校で３校だけ選ばれる『学校賞』を受賞し、また、
５年の西田清

さ や か

香さんと１年の森撫
なでしこ

子さんが入選しま
した。11 月 25 日には、石丸惠子県教育委員が来校
し、表彰式が行われました。

　10 月 24 日、阿久根警察署から感謝状を贈呈され
た潟区在住の佐泻福美さんが西平良将市長を表敬訪
問されました。
　民生委員を務める佐泻さんは、行方不明となって
いた認知症の女性が県道沿いで歩いているところを
発見し、適切な判断で、他の民生委員と連絡を取り
合い、女性を無事に保護しました。

　市の社会教育に大きく貢献された花田房義さん
が、（一社）全国社会教育連合から表彰状を受けた
ことを報告するため、11 月 14 日に西平良将市長を
表敬訪問されました。
　花田さんは平成 19 年から９年間、社会教育委員
を務められ、地域のおける問題解決に取り組まれた
り、青少年の指導や育成にもご尽力されました。

「地域をはじめ友人、家族
など多くの方々に支えられ
て感謝しています。これか
らも福祉向上のため精一杯
頑張っていきたいです」と
話される楠木さん

↑�『学校賞』を受賞し、児童
と保護者で記念撮影。

→入選した５年の西田さん
（左）と１年の森さん（右）

「認知症サポーター講座を
受けたことがあり、声のか
け方などに役立ちました。
無事保護できてよかったで
す」と話される佐泻 さん
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　11 月４日、西目小学校で料理教室が行われま
した。５・６年生の児童・保護者 21 人は、北
さつま漁業協同組合女性部の方々から魚のさば
き方を教わりながら、サバの竜田揚げとタカエ
ビのフライを作りました。料理に初めて挑戦し
た６年の中野総一郎君は「最初はできないと思っ
たけど、上手にできた。家でも実践したい」と満
足げに話しました。

西目小学校で魚の料理教室
料理を楽しく学びました

　11 月 17 日、阿久根市民会館大ホールで、ロ
サンゼルスオリンピックの体操男子個人総合金
メダリストの具志堅幸司さんとリオデジャネイ
ロオリンピックの体操男子団体総合金メダリス
トの白井健三さんが講演されました。この講演
は、阿久根小学校創立 140 周年と阿久根中学校
創立 70 周年を記念して開かれたものです。
　参加した児童・生徒と保護者約 750 人を前に、
お二人はオリンピックの思い出や体操にかける
思いなどを軽快な口調で語り合いました。
　白井選手は「失敗から多くを学ぶ。失敗を恐
れないで、毎日一生懸命生活してほしい」とエー
ルを送りました。また、東京オリンピックに向
けての目標を会場から質問されると「結果だけ
でなく、見ている人が感動してもらえるような
演技を目指したい」と抱負を語りました。
　阿久根小６年の大田望未君は「自分の夢に向
かって失敗を恐れずに精一杯頑張りたい」と話
しました。

　11 月 16 日、北薩法人会阿久根支部が、社会
貢献活動の一環として、市内８カ所の保育園や認
定こども園などにインフルエンザ予防消毒液を寄
贈しました。
　同支部長の太田泰寛さんは「消毒液が役立ち、
子どもたちが元気に過ごしてもらえるとうれし
い」と話されました。

阿久根小学校・阿久根中学校創立記念

市 内保育園などに消毒液を寄贈
インフルエンザを予防しよう

日本体育大学伝統の応援スタ
イル「エッサッサ」で歓迎

金メダルを参加者に披露する
具志堅さん(左)と白井さん(右)

オリンピック金メダリストが講演

消毒液を手に持つ、みなみ保育園の園児たち



　10 月 30 日、第 34 回全日本大学女子駅伝対校
選手権大会（杜の都駅伝）が宮城県仙台市で行
われ、本市出身で松山大４年の中原海鈴さんが出
場しました。中原さんは５区で出場し、トップを
走っていた選手を追い抜く活躍で、同大は２時間
３分 56 秒で中・四国勢として初優勝を飾りました。
中原さんは「学生最後の年に日本一という目標が
達成でき、本当にうれしい」と話されました。

　11 月 24 日、阿久根市農業青年クラブＡＧＲＩＳ
（アグリス）からみどりが丘保育園の園児たちに
自作の米 35kg が贈られました。この米は同クラ
ブが管理する水田で収穫されたもので、大きな米
袋を見た園児たちは「おいしくいただきます」と
喜びながら話しました。
　また、同クラブは 12 月３日に、あいわの里ア
ネックスセンターにも同様に米を贈りました。

　11 月 24 日、折多小と平佐西小（薩摩川内市）
の児童 17 人が交流学習を行いました。にぎわい
交流館阿久根駅で折多小の児童が平佐西小の児
童を迎えた後、栽培漁業センターでウニやアワビ
の見学、ＫＳＫ（株）でグローブ製造の見学、泰
平食品（有）でボンタン漬け加工の見学を一緒
に行いました。また、番所丘公園での昼食時には
仲良くなった友達同士で、楽しいひとときを過ご
しました。

　11 月、市内 各 小中 学 校で多 彩
な学習発表会が行われました。阿
久根中学校では、２年生の担当班
が中心となり、ステンドグラスに
見立てた巨大な創作品 12 枚を体
育館の窓に展示し、訪れた人々を
魅了していました。

中 原海鈴さんは５区で出場し大活躍

ア グリスが自作の米を贈呈

折 多小児童と平佐西小が交流

第34回杜の都駅伝で松山大優勝

おいしく食べてね

まちを越えて仲良く交流

←トップを追い抜き、
　快走を見せた中原さん

阿 久根中の体育館に巨大な創作品展示
力作がずらりと並びました

↓あいわの里アネッ
クスセンター利用者
とアグリスの方々
（安藤弘文さんと中
村学さん）

↑みどりが丘保育
園の園児たちとア
グリスの方々（赤
﨑浩貴さんと黒坂
亮生さん）
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33チームが熱走！

人形劇、大型紙芝居、人形芝居…

（公財）阿久根市美しい海のまちづくり公社阿久根市民駅伝を開催

本に親しむつどいを開催

グラウンド・ゴルフ大会を開催

←「トトロのへや」
は今年で活動 20年
目を迎えました。

12Akune

　10 月 27 日、第 18 回（公財）阿久根市美しい海
のまちづくり公社グラウンド・ゴルフ大会が市総合
運動公園内で開催され、52 チーム、約 260 人が参
加しました。結果は次のとおりです。
【団体の部】（敬称略）
　優　勝　塚本クラブＡチーム
　準優勝　さわやか西目Ａチーム
　３　位　槝之浦西Ｂチーム
【個人の部】（氏名とチーム名、敬称略）
　１　位　西牟田　圴（高松ＧＧ同好会Ｂチーム）
　２　位　小田　義美（楽笑会）
　３　位　西園　隆一（さわやか西目Ａチーム）
　４　位　中村　紀代子 ( 槝之浦西Ａチーム )
　５　位　西野　ツル子 ( 岩船クラブＢチーム )
　※�個 人 賞 で あ る『 ダ イ ヤ モ ン ド 賞 』 お よ び　　　

『２－８賞』の該当者はいませんでした。

　11 月 13 日、第 65 回阿久根市民駅伝が市総
合運動公園で開催され、33 チーム、165 人が
参加しました。
　優勝チームは、次のとおりです。（敬称略）
【中高一般の部】
　阿久根中学校
【職域の部】
　スターゼンミートプロセッサー㈱Ａ
【女子の部】
　阿久根中学校
【小学生男子の部】
　阿久根陸上スポーツ少年団Ａ
【小学生女子の部】
　阿久根陸上スポーツ少年団Ａ

　11 月 20 日に市民会館でＮＰＯ法人ぷれでお主
催の「本に親しむつどい」が開催されました。脇本
小学校親子読書会「トトロのへや」による人形劇や

「莫祢ゴールド創世塾」による大型紙芝居、平成 28
年度阿久根市自主文化事業の「人形芝居燕屋」によ
る肩掛け人形芝居など、参加者は楽しんで鑑賞して
いました。
　また、図書館で本を多く借りた人へ贈られる、多
読者賞授賞式も行われました。受賞者は右のとおり
です。（敬称略）

【教育長賞】
　◇小学生の部　尾原　美咲（田代小）
　◇中学生の部　塩屋　千晴（阿久根中）
【図書館長賞】
　◇小学生の部　洲﨑　祐萌（脇本小）
　◇中学生の部　福浦　遥華（三笠中）
【奨励賞】
　餅越　蘭羅（山下小）
【多読者賞】
　道上　葉月（鶴川内小）　　　野村　莉子（大川小）
　北原　百恵（阿久根小）　　　川崎　照夏（折多小）
　前田　竜希（尾崎小）　　　　堂後ひより（西目小）
　小林　彩乃（鶴川内中）　　　野村　萌　（大川中）

多読者賞を受賞した方々



「全国産業教育フェア」
　全国の専門高校等の生
徒の学習成果を総合的に
発表する催しです。本年
度 は「 さ ん フ ェ ア 石 川
2016」 と し て、 専 門 高
校の生徒や産業界などか
ら 3000 名以上が参加し、
研究発表やシンポジウム
が行われました。 

20
　阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。
今月号は、「生徒たちの活動報告」や
「進路速報」を紹介します。

　11 月５日・６日の２日間、石川
県金沢市で「第 26 回全国産業教育
フェア」が開催され、阿久根産のジ
ビエを利用した食品技術科の研究
が、知的財産部門の優秀実践力賞を
獲得しました。全国大会で発表のリー
ダーを務めた３年生の洲﨑千秋さん（野
田中出身）は「初めての参加で上位３校
内に入賞することができてうれしい。後
輩たちには来年もまた頑張ってほしいで
す」と喜びを語ってくれました。 

　11 月18 日・19 日の２日間、「第 12 回飛
翔祭」が開催されました。 初日は生徒たち
による音楽演奏や劇、創作映像の上映など
多彩なステージ発表と日頃の学習の成果を
まとめた展示発表が行われました。 
　２日目は、ステージ・展示発表に加えて、
農産物販売やバザーも行われ、多くの買い
物客が訪れてにぎわいました。毎年恒例
の農産物・加工品販売は今年も大盛況で、
朝早くから大勢の方が行列を作り、人気商
品は即完売となりました。生徒たちは、発
表や接客に忙しい２日間を過ごし、充実感
を味わうことができました。

　３年生の進路が続々と決定して
います。今年度は、鹿児島県職員
初級（農業土木）に１人合格しま
した。進学希望者は、大学入試セ
ンター試験（１月 14 日、15 日実施 )
に向け、最後の追い込み中です。
 【進学希望者決定率】79.2％
 【就職希望決定率】84.3％   

 （11 月 30 日現在）

　11 月 22 日、秋の収穫を祝う豊穣祭
を行いました。阿久根農業高校から受
け継いだ伝統行事です。今年度からは、
全校生徒が参加し、青空のもとバーベ
キューを楽しみました。初めて参加した
総合学科１年の片野はるなさん（阿久根
中出身）は「学校で育てられた野菜やお
米がとてもおいしかった。来年も楽しみ
です」と笑顔で話しました。

　全国の農業高校の生徒が農産物や
加工品を販売する「全国農業高校収
穫祭」が 11 月 12 日・13 日、東京
駅内の大丸東京店で行われました。
全国の農業高校生とともに、農業科
学科２年の新町真裕君（野田中出
身）、町田智樹君（長島中出身）が
売り場に立ちました。３年 A 組シ
リーズの豚味噌は開始わずか１時間
で完売。「鶴翔のお米」も２日間で
売り切れました。

全国産業教育フェアで
「優秀実践力賞」受賞

鶴翔高校の文化祭「第１２回飛翔祭」大盛況 

平成 28 年度 進路速報 秋の収穫に感謝！豊穣祭

秋の実りを全国へ
 「全国高校収穫祭」

私たちの研究が認められて
うれしいです！

飛翔祭で、
笑顔と感動を Get だぜ！

全校生徒で
おいしく
いただきました！
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た
け
の
こ
生
産
量
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る

鹿
児
島
県
。
阿
久
根
市
は
県
内
で
屈
指
の
生
産
量
を

誇
っ
て
お
り
、
各
地
に
出
荷
さ
れ
、
多
く
の
方
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
10
月
下
旬
頃
か
ら
収
穫
が
始
ま
る
「
早
掘
り

た
け
の
こ
」
は
ア
ク
が
少
な
く
、
風
味
や
歯
ご
た
え

が
抜
群
で
、
市
場
で
は
高
値
で
取
引
さ
れ
る
ほ
ど
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

阿
久
根
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
ぜ
い
た
く
。
そ
の

ぜ
い
た
く
の
一
つ
と
し
て
、
山
の
恵
み
、
た
け
の
こ

に
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
の
恵
み 

た
け
の
こ

地域おこし協力隊
レポート
山田  利宏 隊員

Yamada Toshihiro
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11
月
初
旬
、
市
内
で
た
け
の
こ
を
生

産
し
て
い
る
「
竹
の
子
い
ち
ば
ん
栽
培

グ
ル
ー
プ
」
の
吉
野
文
雄
さ
ん
と
田
中

重
則
さ
ん
の
竹
林
を
伺
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
竹
林
に
は
と
て
も
多
く
の
モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク
が
生
え
て
お
り
、
竹
に
は

植
え
た
年
が
分
か
る
よ
う
に
数
字
や
色

で
識
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
県
外
か
ら

来
た
私
の
た
け
の
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

た
だ
生
え
て
き
た
も
の
を
採
る
―
で
し

た
が
、
お
い
し
い
た
け
の
こ
を
作
る
に

は
、「
や
は
り
手
入
れ
が
肝
心
」
と
両

氏
が
話
さ
れ
る
と
お
り
、
竹
林
は
と
て

も
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

た
け
の
こ
が
こ
の
時
期
に
採
れ
る
の

に
驚
き
ま
し
た
が
、
も
っ
と
驚
い
た
の

は
、そ
の
味
。
吉
野
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、

貴
重
な
早
掘
り
た
け
の
こ
を
食
べ
さ

せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
ク
の
少
な

さ
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
ご
た
え

で
、
非
常
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
生

産
者
が
苦
労
を
し
て
い
る
お
か
げ
で
、

お
い
し
い
た
け
の
こ
が
あ
る
の
だ
と
あ

り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
Ｋ‒

Ｇ
Ａ

Ｐ
（
ケ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
）」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
Ｋ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、
鹿
児

島
県
の
農
林
水
産
物
認
証
制
度
の
こ
と

で
、
野
菜
や
果
物
な
ど
64
品
目
の
認

証
品
目
に
お
い
て
、
安
心
・
安
全
を
考

え
た
基
準
に
沿
っ
て
、
農
業
生
産
工
程

管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
取
組
を
県
が
審

査
・
認
証
す
る

も
の
で
す
。

認
証
を
受
け

る
た
め
に
は
、

毎
年
審
査
に

合
格
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
吉
野
さ
ん
た
ち
の
「
竹

の
子
い
ち
ば
ん
栽
培
グ
ル
ー
プ
」
は
、

た
け
の
こ
部
門
で
12
年
連
続
認
証
を

受
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
10
年
以

上
、
Ｋ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し
た
団
体
や

個
人
は
「
Ｋ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
た
け
の
こ
は
、
市
内

の
た
け
の
こ
生
産
加
工
会
社
に
送
ら
れ
、

そ
の
後
、
Ｋ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
が
表
示
さ
れ
て

か
ら
県
内
外
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
「
早
掘
り
た
け
の
こ
」
は
、
と
て
も

お
い
し
い
の
で
す
が
、土
の
中
に
あ
り
、

見
つ
け
出
す
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。私
も
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
が
、

探
す
の
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
そ

の
苦
労
が
あ
る
だ
け
に
希
少
価
値
も
高

い
こ
と
は
う
な
ず
け
る
気
が
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
希
少
価
値
の
高
い
、
し
か
も

Ｋ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
受
け
た
良
質
の「
早

掘
り
た
け
の
こ
」
を
、
３
月
か
ら
ふ
る

さ
と
納
税
さ
れ
た
方
へ
の
返
礼
品
と
し

て
贈
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
季
し
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
旬
の
お
い
し
い
た
け
の
こ
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

※�

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先

　
商
工
観
光
課

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
1
１
４

驚
い
た
！
阿
久
根
の
た
け
の
こ

Ｋ
ー
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
と
は

３
月
、
返
礼
品
と
し
て
追
加

希
少
価
値
の
高
い
早
掘
り
た
け
の
こ

良質の竹を育てるには、土
壌や伐採など竹林への手入
れが重要となる。

吉野さん（左）からたけのこについ
て詳しく教えていただきました。

県が認証する
「Ｋ－ＧＡＰ」マーク

やっと、たけのこ見つけた！
あっ♪

早
掘
り
た
け
の
こ
収
穫
、
出
来
は
上
々

３
月
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
追
加
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11
月
６
日
、
市
内
全
域
を
対

象
に
、
地
震
・
津
波
に
対

す
る
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
甑
島
列
島
東

方
沖
で
地
震
（
震
度
５
強
）
が
発

生
し
、
本
市
を
含
む
東
シ
ナ
海
沿

岸
に
高
さ
４
㍍
の
津
波
が
襲
来
す

る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
各
地
域
で
は
、
大
津
波
警

報
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
一
時
避
難
場
所
へ

の
避
難
が
実
施
さ
れ
、
住
民
の

方
々
は
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

継
続
し
た
取
組
と
備
え
が
大
事

　

今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
な
ど
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
避
難

訓
練
を
機
会
に
、
地
震
や
津
波
の

危
険
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
訓
練
を
と
お
し
て
、
避
難

経
路
や
避
難
に
要
す
る
時
間
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
素
早
く
行
動
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
区
を
中
心
と
し

た
自
主
防
災
組
織
の
活
動
や
、
日

頃
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
の
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

地
域
や
家
族
間
で
大
地
震
に
よ
っ

て
津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
こ

に
避
難
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
再
確

認
す
る
機
会
を
設
け
、
今
後
も
継

続
し
た
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
自
主
防
災
組
織

や
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
の
申

し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課 

危
機
管
理
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
０

脇
本
地
区
を
拠
点
に
活
動
す
る

「
脇
本
山
田
楽
演
舞
団
」
が
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
に
よ
る
助
成
を

受
け
て
、
地
域
の
伝
統
芸
能
山
田
楽
の

演
奏
機
材
で
あ
る
、
踊
太
鼓
な
ど
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
市
総
合
文

化
祭
で
は
、
こ
の
踊
太
鼓
な
ど
を
演
奏

し
て
山
田
楽
が
披
露
さ
れ
、
団
体
代
表

の
仮
屋
園
勇
さ
ん
は
、「
郷
土
芸
能
で
あ

る
山
田
楽
の
保
存
と
継
承
者
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

地震・津波に対する
避難訓練を実施

整備した楽器を使い、山田楽を披露する
演舞団の皆さん

宝
く
じ
の
助
成
金
活
用

踊
太
鼓
な
ど
を
整
備

―
脇
本
山
田
楽
演
舞
団
―

•市からの避難指示があったとき
•�津波、土石流、がけ崩れ、地すべりな
どの恐れがあるとき
•�近隣で火災が発生し、延焼のおそれが
あるとき
•�自宅で火災が発生し、火が天井まで燃
え移ったとき
•建物が倒壊する危険があるとき
•危険物が爆発する恐れがあるとき

こんなときはすぐ 避 難！

津波の特徴
•水深が深いほど速い。
•２度、３度と繰り返し来る。
•�海岸の形状によっては予想以上の高さ

になる。

津波から避難する際の
ポイント

•揺れの程度で自己判断しない。
•避難に車は使用しない。
•山の斜面への避難はしない。
・「遠く」よりも「高い所へ」逃げる。

16Akune



11
月
18
日
、
出
水
市
で
ツ
ル
の

ね
ぐ
ら
の
水
か
ら
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
５
Ｎ
６
亜
型
）

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
で
は

「
阿
久
根
市
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫

対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

11
月
18
日
以
降
に
回
収
さ
れ
た
ナ
ベ
ヅ

ル
か
ら
も
本
病
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
養
鶏
場
へ
の
侵

入
防
止
対
策
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
養
鶏
場
に
消
毒
薬
の
提
供

を
行
っ
た
ほ
か
、
家
庭
で
鶏
な
ど
鳥
類

を
飼
養
す
る
方
を
対
象
に
消
毒
薬
を
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
土
日
祝
日
な

ど
を
除
く
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
市
役
所
農
政

課
、
三
笠
支
所
、
大
川
出
張
所
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た

場
合
に
は
、
触
れ
ず
に
市
役
所
水
産
林

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

　
農
政
課 

農
政
管
理
係

　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２

※
死
亡
野
鳥
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
水
産
林
務
課 

林
務
係

　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
６
５

折
多
小
学
校
体
育
館
で
10
月
31
日
、

県
北
薩
地
域
振
興
局
建
設
部
に

よ
る
「
阿
久
根
高
尾
野
道
路
」
の
事
業

説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
63
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

測
量
に
係
る
土
地
立
入
に
つ
い
て
、

地
権
者
の
了
解
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、

阿
久
根
高
尾
野
間
延
長
約
９
㌔
の
概
略

ル
ー
ト
お
よ
び
工
事
完
成
ま
で
の
事
業

の
進
め
方
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
測
量
や
地
質
調
査
を
進
め
、

詳
細
な
設
計
を
行
っ
た
上
で
、
工
事
や

用
地
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

11
月
７
日
、「
人
口
減
少
を
く
い

止
め
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
川

地
区
の
区
長
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

方
々
と
「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
11
日
に
は
「
に
ぎ
わ
い

の
創
出
・
雇
用
の
拡
大
」
を
テ
ー
マ
に
、

（
一
社
）
阿
久
根
青
年
会
議
所
、
阿
久

根
商
工
会
議
所
青
年
部
、
阿
久
根
中
学

校
教
員
の
方
々
を
対
象
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
多
く
の
ご
意
見
や
ご

提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
市
長
と
語
る
会
」

は
今
後
も
随
時
開
催
す
る
予
定
で
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置

侵
入
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

家 畜 伝 染 病 の 発 生
情報の入手
　鹿児島県は、「かごしま
畜コミ・インフォ」により
家畜伝染病の発生情報の
ほか、畜産に関するイベン
ト情報をメールマガジン
にて情報発信しています
ので、ご活用ください。（登
録無料）

市農政課・三笠支所・大川出張所
で消毒液を無料配布しています。

①�携 帯 電 話で、
上の「ＱＲコー
ド」を読み取っ
てください。

②�表 示され た 登
録用アドレスに
接続。

③�表示に従い登録
してください。

阿
久
根
高
尾
野
道
路

整
備
が
始
ま
り
ま
す

―
北
薩
横
断
道
路
―

市
長
と
語
る
会
を
開
催

地域高規格道路「北薩横断道路」の整備に
より広域な交流が図られ，経済産業活動の
飛躍が期待されます。

大川地区で行われた会の様子
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平成29年度（平成28年分）

市県民税・所得税　申告受付会場を変更します。

2
月
か
ら
申
告
受
付
開
始

変
更
後
の
会
場
で
行
い
ま
す

成
29
年
度
の
市
県
民
税
申

告
受
付
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
申
告
受
付
と
な
る
た
め
、
左
表

の
と
お
り
、一
部
申
告
会
場
を
再
編・

集
約
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
で
申
告
を
受
け
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。

①
対
象
地
区
の
申
告
会
場
以
外
の

会
場
で
も
申
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
が
ら
、

所
得
税
の
説
明
（
確
定
申
告
書

の
作
成
）
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
申
告
な
ど
が
１
回

で
済
み
ま
す
。（
※
資
料
が
そ

ろ
っ
て
る
方
や
所
得
税
還
付
申

告
の
方
な
ど
）

③
年
金
や
給
与
の
情
報
な
ど
、
必

要
な
情
報
を
会
場
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
受
付
は
、
平
成
29

年
２
月
か
ら
行
う
予
定
で
す
。
詳

し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
く

ね
１
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
確
定
申
告
の

み
の
受
付
を
市
民
会
館
や
脇
本
地

区
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
か
ら
行
わ
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
所
得
税
の
還

付
申
告
な
ど
を
さ
れ
る
方
は
、
市

県
民
税
申
告
受
付
会
場
ま
た
は
３

月
か
ら
市
役
所
で
行
わ
れ
る
市
県

民
税
申
告
受
付
の
際
に
申
告
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　

�

税
務
課 

課
税
係　
　
　
　
　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
３

平対象地区 変更前 変更後
尻無：旧尻無上 表川内公民館

旧尻無児童館尻無：
旧尻無中・尻無下 旧尻無児童館

大川島・馬見塚・
枦・落 西目地区集会施設

西目地区集会施設
飛松 飛松公民館

弓木野 弓木野公民館
尾崎公民館

尾崎 尾崎公民館

萇野 萇野公民館

鶴川内地区集会施設

横手・宮原・栫 鶴川内地区集会施設

羽田 羽田公民館

桑原城上・桑原城下・
長谷

桑原城地区構造改善セ
ンター

木佐木野 木佐木野公民館

米次・尾原 山村開発センター
山村開発センター

田代中・田代下 田代下公民館

内田 内田公民館

折多地区集会施設

大下 大下公民館

丸内 丸内公民館

陳之尾 陳之尾公民館

筒田 筒田公民館

折口東・永田下 永田下公民館

永田下公民館牟田 牟田公民館

永田上 永田上公民館

桐野上 桐野上公民館
桐野下公民館

桐野下 桐野下公民館

大渕川 大渕川公民館

瀬之浦上公民館瀬之浦上 瀬之浦上公民館

瀬之浦下 瀬之浦下公民館

古里 古里公民館
古里公民館

松ケ根 松ケ根公民館

黒之浜・大谷 北さつま漁協
黒之浜支所 北さつま漁協

黒之浜支所
黒之上 黒之上公民館

小漉 小漉公民館 脇本地区公民館
隼人分館八郷 八郷公民館

からの
お知らせ

申告受付会場一覧（これまでと変わらない地区もあります。）
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年 末 年 始
　 　 　  の お 知 ら せ

年末年始、連休により休業
する施設が多くなります。
家庭ごみ出し日など下記の

表でご確認いただき、お間違え
のないようお願いします。

ごみ処理場特別受入日
　１２月２５日（日）
　　８：３０～１６：３０
　※１２月２３日（金）・

２４日（土）は休業します。

し尿のくみ取り特別受入日
　１２月２３日（金）・

２４日（土）
　８：３０～１６：３０

　※２５日（日）は休業します。

要注意で
すよ！

◆年末年始の各施設やごみ出し日などの情報
12月

29 日（木） 30 日（金） 31 日（土）

市役所 閉庁（ただし、出生・死亡・婚姻などの届出は
警備員室で預かります。）

家庭ごみ収集 燃やせるごみ
段ボール・新聞紙等、
生ごみ収集
（モデル地区のみ）

収集しません

水道漏水関係 水道漏水など発生した場合は、
阿久根市水道保守センター（080-8587-9733）まで。

火葬場 平常どおり

ごみ処理場 特別受入
8：30 ～ 16：30

特別受入
8：30 ～ 12：00 休業

し尿くみ取り 休業

１月

１日（日） ２日（月） ３日（火） ４日（水） ５日（木）

市役所 閉庁（ただし、出生・死亡・婚姻などの届出は警備員室で
預かります。） 平常どおり

家庭ごみ収集 収集しません
燃やせるごみ、
生ごみ収集
（モデル地区のみ）

燃やせないごみ、
空き缶、廃蛍光管、
廃乾電池収集

水道漏水関係 水道漏水など発生した場合は、
阿久根市水道保守センター（080-8587-9733）まで。 平常どおり

火葬場 休場 平常どおり

ごみ処理場 休業 平常どおり

し尿くみ取り 休業 平常どおり

※問い合わせ先
◇阿久根市役所
　☎０９９６－７３－１２１１（代表）
◇北薩広域行政事務組合
　【可燃ごみ】環境センター
　　☎０９９６－７５－０７３９
　【不燃ごみ】リサイクルセンター
　　☎０９９６－８４－４１１１
◇し尿くみ取り
　・㈲阿久根清掃社
　　☎０９９６－７２－０６２２
　・㈱ロックス
　　☎０９９６－７３－１３１１
　・OFFICE K2C さつしん清掃
　　☎０９９６－７３－１４７３

12 月連休情報
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
を
さ
れ
た
方
で
、は
が
き
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
兼
照
会

書
）
が
届
い
た
方
に
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

は
が
き
が
届
い
た
方
は
、
必
要
書
類

を
持
参
の
上
、
市
民
環
境
課
窓
口
で
カ

ー
ド
を
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
に
記
載
し
て
い
る
受

け
取
り
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
方
も
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
が
お
済
み
で
な
い
方
も
通
知
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

◇
申
請
方
法

郵
便
に
よ
る
申
請

※�

申
請
書
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
の
下
部
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
の
入
手
方
法
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

•
�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。　
　

（「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
」
で
検
索
）

•
�

市
民
環
境
課
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

（
本
人
確
認
書
類
が
必
要
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

申
請

※�

詳
細
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総

合
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

（「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
」
で
検
索
）

からの
お知らせ

マイナンバー通知カード・マイナンバーカードの主な違い

※ 電子証明書
を希望されない
場合の再発行手
数料は、800 円
となります。

　マイナンバーカードは、マイナンバーの提示が必要な際に、
マイナンバーを証明する書類として利用できます。また、マ
イナンバーの提示と本人確認が同時に必要な際には、これ１
枚で済む唯一のカードです。金融機関における口座開設やパ
スポートの新規発給など、さまざまな際に利用できます。

受け取りはお済みですか

マイナンバーカード
※問い合わせ先
市民環境課 住民年金係 0996-73-1218

通知カード
　各個人に割り当
て ら れ た 12 桁 の
番号が記載された
カードのこと。

申請書
　ご記入の上、個
人番号カード交付
申 請 書 受 付 セ ン
ターに送付してく
だ さ い。（ 返 信 封
筒をお使いくださ
い。）　
　この他にも申請
方法があります。

（下文参照）

申請すると
マイナンバーカードが交付されます。

マイナンバーカード
　12 桁の番号に加えて、顔写真・
有効期限などが記載され、さらに
ＩＣチップも搭載されるカードの
こと。

マイナンバーカード・
マイナンバー通知カード交
付用窓口を休日に開庁して
います。
◇開庁日
　平成 29 年
　　１月   ８日（日）
　　２月 12 日（日）
　　３月 12 日（日）
◇開庁日時
　各日とも
　午前８時 30 分～午後５時
　（正午～午後１時を除く）
※�他 の 証 明 書 発 行 な ど は

行っていません。

マイナンバー
通知カード

マイナンバー
カード

交 付 対 象 国民全員 希望者
身 分 証 機 能 なし あり
有 効 期 限 なし あり
顔 写 真 掲 載 なし あり
初回発行手数料 無料 無料
再発行手数料 ５００円 １０００円（※）
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平成 28 年度 臨時福祉給付金、
障害・遺族年金受給者向け給付金 の申請はお済みですか

※申請先・問い合わせ先
　生きがい対策課 福祉係
　☎０９９６－７３－１２４０

　現在、市では、２つの給付金（平成 28 年度臨時福祉給付金および障
害・遺族年金受給者向け給付金）の申請受付を行っています。対象に
なると思われる方には、９月中旬に申請書類を郵送してあります。
　給付金の申請受付期間は 12 月 28 日（水）までとなっており、受付
期間内に申請されないと支給されませんので、ご注意ください。

○支給対象者
•�平成 28 年１月１日に、本市に住民票が

ある方。
•平成 28 年度の市民税が非課税の方。
※�課税者の被扶養者や生活保護受給者など

を除く。

○支給額

•１人につき３，０００円

○支給対象者
•�平成 28 年度臨時福祉給付金（簡素な給付措置）の

支給対象の方。
•�平成 28 年５月分の障害基礎年金および遺族基礎年

金などを受給されている方。
※�高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給

付金）を受給された方は、対象外となります。
※�対象となる年金は，お送りしました申請書類に記

載がある年金です。
○支給額

•�１人につき ３０,０００円

平成 28 年度 臨時福祉給付金 障害・遺族年金受給者向け給付金

学校給食用物資の納入希望者を

公募します

　阿久根市学校給食センターでは、平成 29 年度
給食用物資の納入を希望する市内業者を募集しま
す。
○申込み受付期間

　平成29年１月６日(金 )～１月27日 (金 )
　（土日、祝日を除く。）
※申込書（指定願）は、同センター窓口にあります。
※�法人組織による大規模小売店（通称スーパー）

は申込み対象外となります。
※申込み・問い合わせ先
　学校給食センター
　☎０９９６ー７２ー７０８１

平成 29 年消防出初式 開催します

　新春恒例の消防出初式を開催します。消防団
員などが日頃の訓練成果を披露するほか、市中
パレード、１年間の無火災の実現と市民の安全・
安心を願って一斉放水を行います。
○日時　平成 29 年１月 8 日（日）
　　　　8：30 〜
○場所　阿久根市民会館前広場
　　　　※一斉放水は、阿久根新港外港
※問い合わせ先
　総務課 消防係
　☎０９９６－７２－０１３４
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施設名 定員 電話番号 保育時間 延長保育 一時
保育

乳児
保育

公立 みなみ保育園 70人 72-0473 7:30～18:30 18:30～19:00 あり あり

私立

阿光保育園 120人 73-1775 7:00～18:00 18:00～19:00 なし あり

蓮華保育園 90人 72-0043 7:00～18:00 18:00～19:00 あり あり

みどりが丘保育園 60人 73-3280 7:00～18:00 18:00～19:00 あり あり

文旦保育園 90人 75-3310 7:30～18:30 7：00〜7：30
18:30～19:00 あり あり

おりた保育園 60人 75-0170 7:00～18:00 18:00～19:00 あり あり

認定
こども園

阿久根めぐみ
こども園

1号
  40人
2・3号
  50人

72-0431 7:00～18:00 18:00～19:00 あり あり

あくね園
1号
  65人
2・3号
  60人

72-1582 7:00～18:00 18:00～19:00 あり あり

　平成29年４月１日以降に保育所・認定こども園（２・３号認
定）への継続および新規入所を希望される保護者に対して、入
所申込みの受付を実施しています。

１　受付期間および時間
　　12月７日(水)～12月22日(木)（土・日曜日を除く。）
　　午前８時３０分～午後７時　（正午～午後１時を除く。）

平成２９年度
保育所・認定こども園 入所申込みのご案内

２　申込方法
　継続入所をご希望の保護者
　�　申請書（現況届）（平成 28 年 12 月現在で、

預けている保育所・認定こども園を通じて配
布）や必要書類をそろえて、市へ提出してくださ
い。

　新規入所をご希望の保護者
　�　必要書類をそろえて、市へ提出してください。

申請書一式は、生きがい対策課児童対策係、大
川出張所、三笠支所の窓口にあります。

　　認定こども園の教育部分で入園を希望される
　方は、各認定こども園で申込みが必要です。
※書類提出先・問い合わせ先
　生きがい対策課 児童対策係 ☎ 0996-73-1248

３　入所資格について
　保護者が働いているなどの理由のため、家庭内で
十分な保育ができないと認められる子どもが対象と
なります。
○父母共に働いている場合（内職も含む）
○妊娠・出産　　○介護・看護
○保護者の疾病・障がい　○災害復旧
○就学（保護者）○虐待やＤＶのおそれがあること
○育児休業所得中に、すでに保育している子どもが
　いて継続利用が必要な場合
○その他、市が認めた場合

　入所決定については、申請書
を提出いただいてから、市で保
育の認定を行い、保護者の希望
や保育所等の状況など、利用調
整をしてからの決定となりま
す。ただし、入所条件に合致し
ない場合は入所できませんの
で、ご了承ください。

４　保育所、認定こども園一覧（定員は12月現在。変更となる場合あり。市外局番は、0996）
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【第 30回】消費生活コーナー
荷受転送、荷物代行アルバイトにご注意！

「荷受代行詐欺」
　「荷受代行詐欺」とは、あまり聞きなれな
い言葉ですが、最近増えてきた新たな手口
の詐欺です。
　荷受代行詐欺は、お金儲けをキーワード
に携帯電話などをだまし取る手口です。
　この詐欺の恐いところは、消費者は被害
者であるとともに意識なしに犯罪者たちの
共犯となり、責任を負わされてしまう可能
性があることです。
　「楽して儲ける」という甘い言葉には注意
が必要です。
※問い合わせ先
　市消費生活センター（市役所商工観光課内）
　☎ 0996-73-1211（内線 1112）

平成 29 年４月１日から
ごみ処理施設使用料金が変わります

資源ごみ（段ボール・新聞など）は
区のごみステーションへ

　環境センターおよびリサイクルセンターへ直接ごみを
持ち込む際の施設使用料金が、平成 29 年４月１日から
改定されます。

　市では、資源ごみを収集した後に業者へ売却し、その
売却益の一部を区全体に還元しています（下図参照）。
　資源ごみ収集の制度・趣旨についてご理解いただき、
段ボール・新聞などは、毎週金曜日にお住まいの区のご
みステーションに出してくださるようお願いします。

※問い合わせ先
　（可燃ごみ）環境センター 
　　　　　　☎ 0996-75-0739
　（不燃ごみ）リサイクルセンター
　　　　　　☎ 0996-84-4111
　市民環境課 環境対策係
　　　　　　☎ 0996-73-1219

①アルバイト募集情報を見て、申し込む。
　申し込む際に、身分証明書の画像や個
人情報を送る。
　申し込み後に、仕事内容が荷受代行と
わかる。
②個人情報を使ってネット通販で携帯電
話を消費者になりすまして契約する。
③事業者が消費者宅に携帯電話を送る。
④転送

（届いた荷物を開封せず、そのまま言われ
た住所へ転送するよう悪徳業者から指示さ
れる。）
⑤転売したり、他の犯罪に使用
⑥携帯電話の請求書が届く。
　（初めて詐欺に気付く）

消費者

悪徳業者

携帯電話
事業社

携帯電話が入った荷物

① ④

③

⑥

②

⑤

施設名 種別 現行 改定後

環境
センター

可燃
ごみ

500kg まで
　510 円（税込）

500kg を超える
場合は、510 円

（税込）に 500kg
ごとに 1,020 円
を加算

100kg ごとに
300 円（税別）
※ 10 円未満は
切捨て。

リサイクル
センター

不燃
ごみ

資源ごみ
収集

資源ごみ

市民

有価物売却益
交付金

阿久根市

売却益

買取業者

引渡し

収集業者

還
元

ごみ
ステーション

資源ごみ収集制度のイメージ
区

募集！
誰でも
できる
バイト

《詐欺の手口イメージ》
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　阿久根市では、次のとおり嘱託員、臨時職員および警備員、管理員を募集します。
　なお、募集要項および申請書は、12月 19日（月 ) から、市役所の市民相談室、
各課窓口、三笠支所および大川出張所で配布します。
１　雇用期間　平成 29 年４月１日から平成 30 年３月 31 日まで
２　資　　格　応募資格等については、募集要項をご覧ください。
　　　　　　　なお、本募集は「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨を踏まえて実施します。
３　応募手続　⑴ 提出書類　申請書１通および履歴書１通（障害者手帳をお持ちの方はその写し１通）
　　　　　　　⑵ 受付期間　平成 28 年 12 月 19 日（月）～平成 29 年１月 16 日（月）（土日祝日除く。）
４　提 出 先　各担当課で受け付けます。業務内容などの詳細については、担当課にお問い合わせください。
５　選考日等　選考日および選考方法については、募集要項をご覧ください。

嘱託員・臨時職員
警備員・管理員 募集

議会事務局 連絡先 健康増進課 連絡先 教育総務課 連絡先

議 会 事 務 局 嘱 託 員 73-1254 栄 養 士 嘱 託 員

73-1228

建 築 技 能（ 大 工 ） 嘱 託 員

7 3 - 1 2 5 7総務課 連絡先 歯 科 衛 生 士 嘱 託 員 学 校 図 書 館 嘱 託 員

電話交換・放送業務等嘱託員

73-1212

訪 問 指 導 嘱 託 員（ 保 健 予 防 ）
（ 保 健 師 ） 学 校 用 務 員

庁 舎・ 公 用 車 管 理 員 訪問指導嘱託員（国保）（正看護師）
73-1224

学校教育課 連絡先

事 務 補 助 員 レ セ プ ト 点 検 事 務 嘱 託 員 学 校 教 育 支 援 教 員

7 3 - 1 2 5 8市 役 所 庁 舎 警 備 員 介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 認 定 訪 問 調 査 員 ） 73-1229

特 別 支 援 教 育 支 援 員

交 通 安 全 指 導 等 嘱 託 員 73-1210 介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 給 付 点 検 お よ び 分 析 事 務 ） 理 科 教 育 支 援 員

企画調整課 連絡先 地域包括支援センター 連絡先 生涯学習課 連絡先

働 く 女 性 の 家 指 導 員
73-1214

専 門 指 導 嘱 託 員
（ 保 健 師 ま た は 正 看 護 師 ）

73-1272

社 会 教 育 指 導 員

7 2 - 1 0 5 1

働 く 女 性 の 家 警 備 員 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 介 護 支 援 専 門 員 ） 市 民 会 館 警 備 員

税務課 連絡先 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 主 任 介 護 支 援 専 門 員 ） 脇 本 地 区 公 民 館 警 備 員

市 税 等 収 納 嘱 託 員
73-1202

専 門 指 導 嘱 託 員
（健康運動指導士または健康運動実践指導者） 大 川 地 区 公 民 館 管 理 員

税 務 窓 口 事 務 等 嘱 託 員 農政課 連絡先 青 年 の 家 管 理 員

市民環境課 連絡先 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー 作 業 員
73-2191

農業委員会事務局 連絡先

市役所窓口事務等嘱託員 73-1218 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー 警 備 員 農 地 利 用 最 適 化 事 務 嘱 託 員 7 3 - 1 2 4 9

不法投棄等監視・指導嘱託員

73-1219

水産林務課 連絡先 スポーツ推進課 連絡先

海 岸 清 掃 作 業 員 栽 培 漁 業 セ ン タ ー 技 術 嘱 託 員
73-1162

体 育 指 導・ 施 設 管 理 嘱 託 員
7 3 - 4 6 4 9

事業所ごみ分別対策推進員 栽 培 漁 業 セ ン タ ー 作 業 員 施 設 管 理 補 助 員

生きがい対策課 連絡先 鳥 獣 被 害 対 策 パ ト ロ ー ル 員 73-1165 水道課 連絡先

保 育 士 嘱 託 員

73-1248

商工観光課 連絡先 水 道 事 業 事 務 補 助 嘱 託 員
7 3 - 1 1 0 9

保 育 園 看 護 師 嘱 託 員 消 費 生 活 相 談 員
( 消費生活相談員資格試験合格者等 ) 73-1114 簡 易 水 道 事 務 嘱 託 員

保 育 園 給 食 嘱 託 員 都市建設課 連絡先 三笠支所 連絡先

家 庭 相 談 員 72-3939 用 地 事 務 等 嘱 託 員 73-1183 三 笠 支 所 窓 口 事 務 等 嘱 託 員 7 5 - 0 0 0 2

要 援 護 者 訪 問 相 談 員 73-1241 建 築 技 能（ 大 工 ） 嘱 託 員
73-1189

大川出張所・診療所 連絡先

レセプト点検事務等嘱託員 73-1242 市 営 住 宅 管 理 事 務 等 嘱 託 員 大 川 出 張 所 窓 口 事 務 等 嘱 託 員

7 4 - 0 0 0 1子育て支援センター保育士 72-3939 道 路 作 業 指 導 等 嘱 託 員
73-1192

大 川 診 療 所 看 護 師 嘱 託 員

道 路 維 持 作 業 補 助 員 大 川 診 療 所 医 療 事 務 嘱 託 員

募集する職種や担当課連絡先 ※市外局番は 0996。連絡先は、直通です。
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動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険

な
ど
の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員

が
応
じ
ま
す
。　

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」・「
氏
名
」・

「
基
礎
年
金
番
号
」・「
連
絡
先
（
電
話

番
号
）」
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時  

平
成
29
年
１
月
19
日

(木)

　
　
　

  

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所  

市
民
会
館　

　
　
　

  

第
10
会
議
室
（
１
階
）

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室

（
第
９
会
議
室
）
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
持
参
す
る
も
の

•

印
か
ん

•

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特

別
便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

•

本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

　
※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

　
　
ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状

　
　
も
必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付 

　

平
成
29
年
１
月
４
日

(水)
～
１
月
12　

日
（木）（
厳
守
。
土
日
を
除
く
。）

※
予
約
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
環
境
課 

住
民
年
金
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
す
る
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
に
は
、
社
会

福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
専
門
の
知

識
を
も
っ
た
職
員
が
対
応
し
ま
す
。　

　
ま
た
、
家
庭
の
こ
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
お
困
り
の
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

必
要
に
応
じ
訪
問
も
行
い
ま
す
。

◇
巡
回
相
談
日
時
・
場
所　

◉
12
月
22
日
(木)

•
�

午
前
９
時
～
午
前
11
時　
　
　
　
　

折
多
地
区
集
会
施
設　

•
�

午
後
２
時
～
午
後
４
時　
　
　
　
　

三
笠
支
所

◉
平
成
29
年
１
月
20
日
(金)

•
�

午
前
９
時
～
午
前
11
時　
　
　
　
　

西
目
地
区
集
会
施
設

•
�

午
後
２
時
～
午
後
４
時　
　
　
　
　

大
川
出
張
所

◇
巡
回
相
談
例

•

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
年
金
な
ど
の
制

度
や
手
続
き
に
つ
い
て

•

子
育
て
に
お
い
て
大
変
な
こ
と

•

仕
事
が
な
か
な
か
続
か
な
い　
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６
（
７
５
）
２
４
０
１

却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

　

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
台
帳

の
登
録
と
そ
の
価
格
決
定
に
必
要
な
事

項
を
、
毎
年
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
31
日
（火）
ま
で
に
税

務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を

経
営
さ
れ
て
い
る
方
が
、
事
業
の
た
め
に

所
有
し
て
い
る
次
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①
構
築
物　

②
機
械
・
装
置　

③
船
舶

④
航
空
機　

⑤
車
両
・
運
搬
具　

⑥
工

具
・
器
具
・
備
品
な
ど

　

ま
た
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定

を
受
け
て
取
得
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
太
陽
光
発
電
設
備
）

も
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
低
圧
か
つ
10
Ｋ
Ｗ
未
満
の
住

宅
等
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先 

　

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４

償

移

福

女性が一人で気軽に入れる店 
コーヒー  （おつまみ付き）
モーニング（ドリンクセット）
ランチセット（4種類から）
弁当（お茶付き）予約

400 円
500円
640円
500円
640円

（場所）ジョイフルより南へ 100ｍ （☎）６４-６２８８
喫茶  みんなの部屋（朝7時から）
だご汁セット （温か～い  みそ味）

有料広告

くら のし 報情 ▼阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） ▼三笠支所☎0996-75-0002 ▼大川出張所☎0996-74-0001

有料広告
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高
値
で
も
わ
が
欲
望
に
勝
て
は
せ
ず

　
　
　

白
菜
少
し
で
今
夜
は
お
鍋	

谷
口
久
美
子

記
念
樹
の
さ
く
ら
一
輪
返
り
咲
く

　
　
　

秋
立
つ
風
に
そ
の
色
淡
し	

佐
潟　

俊
子

「
華
の
五
十
歳
」
に
帰
省
せ
し
息こ子
と
磯
庭
園
に

　
　
　

雄
姿
お
だ
し
き
桜
島
望
む	
野
村　

克
枝

こ
ぞ
の
秋
ま
た
の
逢
ふ
瀬
を
誓
ひ
た
る

　
　
　

彼
岸
花
咲
き
ぬ
所
た
が
は
ず	

別
府　

義
明

月
光
を
浴
び
て
遠
の
く
終
電
車	

川
畑　

京
子

棹
を
解
き
出
水
の
顔
と
な
り
し
鶴	

假
屋　

貞
二

初
時
雨
征
き
し
遺
影
は
皆
若
き	

大
漉　

克
義

い
に
し
へ
の
道
に
時
雨
る
る
い
ろ
は
歌
碑	

渡
辺　

久
治

　
　少し

ょ
う

子し

化か

で　

甘こ
ね
か
っ柿

ち
ぎ
っ　

子こ供
も
居お

ら
じ	

林
田　

夜
酔

【
唱
】
よ
か　

幸さ
い
わい

ち　

か
ら
す
が
喜

よ
ろ
く

っ

渋し
ぶ
か
っ柿

も　

焼し
ょ
ち
ゅ酎

せ
か
飲の

め
ば　

甘こ
ね
が
っ柿

じ
ゃ	

谷
村　

文
庫

【
唱
】
渋し

ぶ
か
っ柿

も
焼し

ょ
ち
ゅ酎

い　

酔よ

く
ろ
と
じ
ゃ
ろ
か　

《
阿
久
根
短
歌
会
》

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

●『我ら荒野の七重奏』　	 加納　朋子（著） ●『脇坂副署長の長い一日』	 真保　裕一（著）

●『パンタロンとケーキやさん』	 キャサリン・ジャクソン（作）レナード･ワイスガード（絵）●『君はレフティ』	 額賀　澪（著）

図書館へ行こう!
年末・年始の休館のお知らせ

新刊案内

み
ん
な
の
う
た

市立図書館／☎ 0996－72－0607
  開 館 時 間／午前９時～午後７時

《
阿
久
根
俳
句
》

《
薩
摩
狂
句
》

題
　「
甘こ

ね
か
っ柿
」

市立図書館は、
　　12 月 29 日（木）～１月３日（火）まで休館
　となります。本の返却は、休館明けにお願い致します。

息子の中学吹奏楽部の活動に巻き
込まれたワーキングマザー。や

ることはどっさり、人間関係も大変 ! 
それでも頑張る、痛快エンターテイ
ンメント。「七人の敵がいる」の続編。

アイドルが一日署長を務める当日、
賀江出署は不測の事態に直面する。

謎また謎、次々と連鎖する事件。捜査に
奔走する副署長の脇坂が、最後に辿り着
く真相とは ? 分刻みの傑作ミステリー。

交通事故で記憶を失った高 2 の真樹。学校生
活に復帰すると、謎の落書き事件が勃発。

段々とエスカレートする落書きは真樹に向けられ
たメッセージのようだった。次々と見えてくる親
友の秘密、そして真樹が取り戻した真実とは…。

プードルのパンタロンは、ケーキ屋のベー
カーさんが作るお菓子が大好き。一方の

ベーカーさんは大忙しで、「お手伝いぼしゅう !」
の看板を外に出しました。それを見たパンタロ
ンは、お手伝いになりたくて奮闘しますが…。

借りた本は

きちんと返しましょう

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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６年 園
その

田
だ

 陽
ひ

菜
な

 さん
▼ �

脇本小学校

今月の題字

　わたしは、スポーツ少年団でミ
ニバスケットボールをしていま
す。
　試合で勝てるように、チームみ
んなで楽しく練習をがんばってい
ます。
　将来は、人を助ける仕事につき
たいです。だから勉強もがんばり
ます。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
で

は
、
平
成
27
年
12
月
か
ら
求

人
倍
率
が
１
倍
を
超
え
、
仕

事
を
探
す
人
数
よ
り
採
用
す

る
人
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
求
人
数
が
昨
年
８
月
の

１
３
７
９
人
か
ら
今
年
８
月

に
は
、
１
８
３
０
人
と
増
え

て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
は
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
６
８
５

　

各
学
校
の
文
化
祭
や
学
習
発
表
会
を

取
材
し
て
み
る
と
、
発
想
力
や
創
作
力

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

学
校
に
よ
っ
て
は
、
地
域
の
方
と
協
力

し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
川
中
学
校
で

は
、
ボ
ン
タ
ン
加
工
会
社
か
ら
提
供
さ

れ
た
ボ
ン
タ
ン
オ
イ
ル
と
廃
油
を
混
ぜ

て
、
ほ
の
か
に
ボ
ン
タ
ン
の
香
り
が
す

る
「
ボ
ン
に
ゃ
ん
せ
っ
け
ん
」
を
作
製

し
ま
し
た
。

　

学
生
の
持
つ
自

由
な
発
想
に
は
ハ
ッ

と
す
る
こ
と
が
多
い

か
ら
面
白
い
で
す
。	

　
　
　
　

   （
所
﨑
）

お便り待ってます！！
＜応募方法＞

郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入く
ださい。なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、
他者を特定する情報は削除する場合もあります。

読者のお便り紹介 きいてよ！
コ
ー
ナ
ー

　「日新公いろは歌」は、島津義弘の祖父、島津忠
良が完成させた 47 首ある歌で、薩摩藩の郷中教育
の基本の精神となったものです。
　西目小の児童はこれを全部暗唱できるようにする
ことが伝統となっており、先日、１年生９人も暗唱
できるようになりました。暗唱できるようになると
校長先生から認定証がもらえ、全児童 53 人が喜び
ながら認定証を手に持ち、いろは歌を披露しました。

西目小児童は全員「阿久根市民憲章」
も言えると聞いています。
本当にスゴイですね！

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地

「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６-７３- １２０８（直通）

西目小全児童「日新公いろは歌」完全暗唱！

職
登
録
を

　
お
願
い
致
し
ま
す

求

にしへの 道を聞きても 唱へても わが行ひに せずばかひなし

の上も はにふの小屋も 住む人の 心にこそは たかきいやしき

かなくも 明日の命を 頼むかな 今日も今日と 学びをばせで

い
ろ
は

人のうごき（11月30日現在）
前月比 

人　口　 21,563人      （ー20）
　男　　 10,121人　  （ー16）
　女　　11,442人        （ー4）
世帯数　10,351世帯      （0）
●出生　11人/●死亡　33人
●転入　42人/●転出 	 40人

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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お知らせ お知らせ

本町通りくれのいち

問い合わせ先
実行委員会  ☎0996-72-0006（上掘薬局）

暮れの市
正月用品や地元でとれた野菜など販売。
飲食テントなどたくさん並ぶヨ。
特別ゲストに「住吉社中」も出演！

住吉社中

8：00～15：0012/25日

平成28年度  阿久根市自主文化事業

開場18：00
開演18：30

2月16日
木2017

阿久根市民会館
大ホール

全席
自由入場料 ¥500

昭和の流行歌を歌いましょう、踊りましょう。
ほんのひととき、懐かしきあの日々へ…。

出  演 北海道歌旅座 ほっかいどう
うたたびざ

チケット取扱
お問い合わせ

阿久根市民会館（0996－72－1051  8：30～17：00　月～金・土日祝販売 12/29～１/３を除く）

阿久根市役所市民相談室・三笠支所・大川出張所（8：30～17：00 月～金販売）

チケット販売開始
2016 年12月16日（金）8：30 ～

希
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１/４
平成29年　成人式
場所  市民会館大ホール
受付  午後１時から

水

問い合わせ先
　市 生涯学習課　☎0996-72-1051

有料広告有料広告

●編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係　〒899-1696  鹿児島県阿久根市鶴見町200番地 ☎0996-73-1208（直通）
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